
木質バイオマスボイラーの機器仕様一覧　【燃料材_木質チップ】 JWBA Proprietary

・記載内容は企業様からの情報で、当協会が保証しているものではありません。

・記載内容は、2019年3月末時点の情報です。

・一覧表は、当協会が作成したものであり転載を禁じます。 E

株式会社エンバイロテック

国名 日本

ウエブサイト

日本法人

正式名称 株式会社エンバイロテック

ウエブサイト http://www.envirotec.co.jp/

連絡先名

連絡先TEL 024-935-7500

メールアドレス

住所 〒963-8051　福島県郡山市八山田一丁目35番地

弊社がご提案するバイオマス貫流式小型蒸気ボイラは、森林残材、
建築廃材、紙、汚泥、廃プラスチックなど、従来なら廃棄される素材を
燃料とする、地球にやさしいボイラです。ユーザー様の様々なご要望
にボイラ規模や廃熱ボイラなどの追加でお応えしております。

チップ

230kW以下 400kW以上 400kW以上 200～400kW 400kW以上

バイオマス小型貫流式蒸気ボイラ「炎（EN）」 HACK HACK HACK HACK HACK HACK HACK HACK HACK eHACK eHACK HACK HACK HACK VR HACK VR

230kw 300kw 400kw 500kw 650kw 800kw 950kw 180kw 230kw 300kw 400kw 500kw 650kw 800kw 950kw 無
ETA HACK

20/25/35

ETA

HACK50/70

ETA

HACK90

ETA

HACK　110

ETA

HACK130

ETA

HACK200

ETA

HACK333

ETA

HACK350
ETA　HACK500 45kW 60kW 110kW 200kW 333kW 500kW

230kW以下は
提供予定無

20,25,32kW 50,70,80kW 130kW 350kW

運転タイプ 連続運転 or 断続運転 連続運転/断続運転 自動断続運転 断続 断続

定格出力 (kW) 230kw 300kw 400kw 500kw 650kw 800kw 950kw 180kw 230kw 300kw 400kw 500kw 650kw 800kw 950kw 945kW
5.9-19.9/7.6-

25.4/7.6-32/7.6-

14.9-49.9・17.9-

59.9

20.9-69.9・23.2-

79.9
33-110 38-133 56-195 86-333 92-350 135-499 45 59.9 110 195 333 499 100 110 120

常用時のボイラー効率 (%) 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 85% 75～80％以上（オプションにより異なる） 93.4-94.3% 92.9-94.7% 94.9-94.6% 93-94.5％ 92.7-94.8％ 92.3-93.5％ 92-94.6％ 92-94.6％ 93-94％ 94.7 94.7 93 92.3 92 93 95 94.7 94.5

最低燃焼出力比 [対定格値] (%) 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 未開示 91.2-92.9 93.3-94.1 94.9-95.7 94.5 94.5 93.5 94.6 94.6 94 17% 30% 30% 29% 28% 27% 30 30 30

低負荷出力 (kW) 69kw 90kw 120kw 150kw 195kw 240kw 285kw 54kw 69kw 90kw 120kw 150kw 195kw 240kw 285kw 未開示 7.6 17.9 33 56 92 135 30 33 36

常用時のボイラー効率 (%) 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 未開示 92.9 94.1 94.5 93.5 94.6 94 96.3 96.7 97

点火機構 着火用バーナー（灯油、ガス） 自動点火 自動点火 イグナイター イグナイター イグナイター

低負荷時の自動消火機能の有無 有 有 有

最小出力以下の燃焼方式　(On/OFF or 種火運転) 無 On/OFF On/OFF

本体サイズ (WxDxH)
4.1Mx1M

x2.45M

4.6Mx1.3M

x3.2M

4.95Mx1.3M

x3.2M

5.3Mx1.3M

x3.2M

6.2Mx1.6M

x4.05M

6.65Mx1.6M

x4.05M

7.1Mx1.6M

x4.05M

1000x1900x2

000

1000x2200

x2000

1300x2200

x2400

1300x2550

x2400

1300x2900

x2400

1600x3050

x3000

1600x3500

x3000

1600x3950

x3000

　　4355×1660×6705 1430*710

*1610

1455*770

*1826

1455*770

*1826

1700*930

*1703

1700*930

*1703

2125*2095

*1106

1300*2000

*2000

1300*2000

*2000

1300*2000

*2000

710×1430×

1610

770×1455×

1826

930×1700×

1703

1106×2125×

2095

1300×2000

×2000

1600×2300×

2200
1485/1553/1670 1485/1553/1670 1485/1553/1670

本体重量 (kG) 3400kg 4700kg 5700kg 6500kg 8600kg 10200kg 12000kg 1800kg 2000kg 3300kg 3700kg 4100kg 5600kg 6100kg 6600kg 10,000kg 830 1110 1110 1189 1189 1800 4170 4170 5371 712 992 1,189 1800 2,505 3,170 890 890 890

缶水量 (リットル) 740ℓ 1015ℓ 1250ℓ 1485ℓ 1920ℓ 2330ℓ 2735ℓ 580ℓ 740ℓ 1015ℓ 1250ℓ 1485ℓ 1920ℓ 2330ℓ 2735ℓ 345リットル 153 153 203 747 747 1095 153 203 290 448 747 1,095 180 180 180

伝熱面積 (m2) 15.99㎡ 21.49㎡ 26.38㎡ 31.31㎡ 45.64㎡ 55.29㎡ 64.95㎡ 13.03㎡ 15.99㎡ 21.46㎡ 26.38㎡ 31.31㎡ 45.64㎡ 29.55㎡ 64.95㎡ 9.8m2 3.63 3.63 6.6 6.6 9.07 9.07 15.2 15.2 15.2 3.4 5 9.07 15.23 要確認 要確認 要確認

伝熱形式 (煙管、水管) 貫流式（水管） 煙管 煙管 煙管

煙道直径 (mm) 未開示 2重煙突　200Φ 180 180 180

0.98MPa以下 0.1 無圧開放 無圧開放 無圧開放 無圧開放

[定格運転時]  (kW) 3.05kw 5.68kw 5.68kw 5.68kw 8.98kw 8.98kw 8.98kw 3.43kw 3.43kw 5.71kw 5.71kw 5.71kw 8.21kw 8.21kw 8.58kw 41.0ｋW（最大） 72-76W 87-89W 91-93W 178-458W 178-458W 195-535W 121 131 458 535

[低負荷運転時] (kW) 未開示 94-141W 154-161W 168-175W 103-199W 103-199W 103-199W 56 59 178 195

燃焼温度範囲 (℃） 未開示 800-1000 800-1000 800-1000 800-1000 800-1000 800-1000 800-1000 800-1000 800-1000

火皿方式：固定/可動、階段/回転、ベルト、他（　　) 固定床/可動床(階段) 可動 可動／階段 可動／階段

蒸発量[定格時] (kg/H) 1,000kg/H

排ガス温度 (℃) 800℃前後（燃焼室出口） 0-200 0-200 0-200 0-200 0-200 0-200 0-200 0-200 0-200

煤塵濃度 (g/m3N) 0.16以下 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13%

空気ファン(1次､2次、誘引)の有無 有 有 有（誘引） 有（誘引）

O2センサーの有無 原則無 有 有 有

有、灯油またはガス（原則未使用） 無 無

他の燃焼物での燃焼は可能（要燃焼確認）

燃料サイズ (EU・JWBA規格の表示) 100mm以下、ゼロものは除く P16S-P31S P16S-P31S P16S-P31S P16S-P31S P16S-P31S P16S-P31S G30-G50 G30-G50 G30-G50

保証する最大水分 WB (%) 50％未満 15 15 15 15 15 15 15 15 15 35 35 35 35 40 40 25% W 25% W 25% W

使用量: 定格出力時 (kg/H) 「水分条件記載」 500kg/Hまで（廃熱ボイラ使用時）、50%未満 4 kWh/kg 4 kWh/kg 4 kWh/kg

使用量: 低負荷出力時 (kg/H)  「水分条件記載」 0kg/H

燃料搬送の方式 パンコンベヤおよびスクリュウ 自動 自動 自動

逆火防止装置の有無 有（ダンパー） 有 有 有

灰落とし機構 (管 ＆ 火皿) プッシャー（固定床）/ロストル（可動床） 専用ボックス 自動（管・火皿とも） 自動（管・火皿とも）

搬送方式 灰受け容器まではスクリュウまたはコンベヤ 自動 自動 自動

灰受け容量　(リットル) 未開示 52 52 52 110 110 110 211 211 211 52 52 110 80 ×2 オプション オプション

灰掃除の頻度 客先の運用による 2～3/月 2～3/月 2～3/月 １回／週程度 １回／週程度 １回／週程度 １回／週程度 設定による 設定による 設定による

集塵機構の有無・形態 有（サイクロン集塵器、バグフィルタ） オプション オプション 有・マルチサイクロン 有・マルチサイクロン 別途 別途 別途

常時監視ｼｽﾃﾑの有無 有 有 有 有

データログ付き監視の有無 (パラメータ数) 有 有 無 無

LAN接続 (無線・有線) 有 無線 有線 有線

遠隔コントロール(スマホ)の可否 否 可 可 可

遠隔コントロールのパラメータ種類 無 全パラメータ 全パラメータ

電気主任技術者の要否 否 否 否 否 否 否 否 不要 不要 不要

ﾎﾞｲﾗｰ技術者の要否 否（但し廃熱ボイラの有無により要） 否 否 要 要 要 要 要 要 要 否 否 否 否 否 否 不要 不要 不要

定期メンテナンス頻度 (回/年) １回/年

（メンテの内容)
ボイラ規模より自主点検と、法定点検に分かれる
点検内容：内部清掃、水面計分解清掃、缶体板厚計測、水管内ス
コープ確認、安全弁動作確認、各動作機器委の点検、等

日常メンテナンスの頻度 (回/週) 点検頻度：未開示（納入先の運用による）

（メンテの内容) 点検内容：未開示（納入先の運用による）

水管/煙管の掃除方法: 手動 or 自動ブロー 自動ブロー 自動 自動

国内での運用実績 (年数) 12年目 1 13 13 13 13 5年

国内の導入数 (台) 3 1 1 1 1 1 37台（内、中圧1台、温水1台） 2 2件

海外の導入数　(台) 0台 10,000台

国内の代表的な導入場所
(事業者名・導入年度)

2016年
公共事業

2017年
公共事業

2013年
公共事業

2011年
公共事業

2007年
一般企業

2015年
公共事業

ニプロファーマ(株)大館工場：  平成25年度
井村屋株式会社： 平成27年度、平成30年度

最上 非公開

視察受入れ可否　(場所や条件) 視察可（撮影は原則禁止）

自動 自動 手動

自動運転

On/OFF On/OFF

有 有

無 無

有線 有線

自動 自動 自動

有 有 有

専用ボックス 専用ボックス 専用ボックス

スクリューオーガー

有

管 ＆ 火皿

スクリューオーガー

有有 有 有

自動 自動

機器ﾒｰｶｰ/Equipment Vender ETA

オーストリア

一般社団法人　徳島地域エネルギーダレスサンドロジャパン株式会社

D

イタリア オーストリア

http://www.eta.co.at/

H

D'Alessandro Temomoccanica

EE

https://www.eta.co.at/

オーストリア

Hargassner GesmbHETA

ー

www.caldaiedalessandro.it/ita/

－ ー

https://www.hargassner.at

株式会社ミクニ

メーカー
or

代理店

ソーラーワールド株式会社

〒994-0024　山形県天童市鎌田2丁目1-11

鵜池

023-654-2902

環境グリーン事業部ランドスケープ営業グループ

http://tene.jp/www.dalessandro.jp http://www.mikuni.co.jphttp://solar-world.jp/

info@dalessandro.jp

0942-65-8200

info@solar-world.jp

〒770-0935　徳島県徳島市伊月町1-32徳島県土地改良会館4F〒839-0807　福岡県久留米市東合川4-1-39

088-624-8375

小型バイオマスボイラーの製品の中でヨーロッパでも抜群の知名度を持つのが当社で取扱をしているETA社小型バイオマスボイラーです。完璧を目
指す、ETA社のボイラーは見やすいタッチパネル画像で操作、高効率の燃焼機器としてつねにトップを目指しております。社内でも毎年、本社に行き
研修を受けるなど、ETA社バイオマスボイラーをシステムで稼働させることを得意としております。皆様にもヨーロッパ型の熱供給、自動稼働出来る
暖房、給湯のシステムを早く体験していただきたいと思っております。

〒101-0021　東京都千代田区外神田6-13-11
事業者情報

海外機器
製造者

チップ高含水率チップ専用　 チップ・ペレット チップ

ETA社は、チップボイラーではすでに国内１３年の実績がある、オーストリアでも高い技術を持ったボイ
ラー・メーカーです。伝送ラインにはいち早くCAN-BUSを取り入れ、ファンも工夫して省電力に努めていま
す。珪酸分の高いタケ等には、排気再循環のオプションも昔からあります。元来煙の心配はないのです
が、最新機種er-HACKは、さらに電気集塵機をつけ加えられます。ネットーワークでパソコンやスマート
フォンからも操作できるのはもちろん、Amzonなどで有名なRESTfull-Webserviveに対応するなど、ユー
ザーフレンドリーなシステムとなっております。また、小型化がすすみ、同種のボイラーに比してかなりの
小型化がされています。300kW以上は、横型となっており、天井が低い機械室でも容易に設置できます。

ヨーロッパでは約30年程前から、製造販売されているボイラーです。
薪、薪ペレット兼用、乾燥チップとペレット兼用、高含水率チップ専用と目多様な木質燃料ﾀｲﾌﾟに対応したボイラーと家庭向け小型から産業用大型まで出力範囲が細かくラインナップされており、適切な出力選定が行いやすい。シンプル
な構造で、特殊部品が少なく、モーターや基盤内の電気部品は国内調達も可能。
内部煉瓦も積み上げではなく、取換方式でメンテナンス費用も抑えられる

03-3833-7684

info@tene.jp

燃料形状 チップ

100kW以下 100～200kW 100kW以下100kW以下 100～200kW 200～400kW

自社機器のPRコメント

CSA　GM

設備型式名
(xx kW～yy kW:複数機種有る場合）

300～500kW 650～950kW

名称

外観

シリーズ名称

300～500kW 650～950kW 230kW以下定格出力範囲

Eco-HK

100-120

機器の外観写真

100kw~120kw複数型式記入（設備型式名/定格出力有れば追記）

バイオコントロール（比例制御）　設定水温に向けて比例制御運転
到達時は停止　連続　断続　双方の運転が可能

自動断続運転 自動断続運転 自動断続運転 断続 断続バイオコントロール（比例制御）　設定水温に向けて比例制御運転　到達時は停止　連続　断続　双方の運転が可能

性能諸元

最大
定格

自動 自動 自動 自動点火 自動点火

有 有
点火
消火

備考　（例えばEUﾎﾞｲﾗｰClassなど)

低負荷
運転時

最小出力以下の場合　停止　（燃料消費せずに待機状態） 最小出力以下の場合　停止　（燃料消費せずに待機状態）

EU評価規格：クラス5class 5 取得 class 5 取得

有 有

自動着火　ヒーター 自動着火　ヒーター

EN303-5 準拠

物理諸元

機構

煙管 煙管 煙管

2重煙突　200Φ 2重煙突　200Φ 2重煙突　200Φ

煙管 煙管 煙管

無圧開放

中心部　煙管　周囲に複数煙管　2種類の煙管を2回通る構造となっています

運用圧力 (MPa)

煙管 煙管

中心部　煙管　周囲に複数煙管　2種類の煙管を2回通る構造となっています

消費電力

可動 可動 可動 可動／回転 可動／回転 回転可動式ストーカー 下込め式

60度～90度（最大）　通常は80度設定 60度～90度（最大）　通常は80度設定

180度程度 180度程度

有（誘引） 有（誘引） 有有 有 有

ラムダセンサー有 ラムダセンサー有

1次ファン、2次ファンと別置きサイクロン誘因ファン 1次ファン、2次ファンと別置きサイクロン誘因ファン

有 有 有有 有 有

無

備考　(例えば、竹の燃料利用は）

無助燃方式の有無、補助燃料の種類 無 無 無

竹100％での長期間実績はありません。
竹に関しては混焼を主体にボイラー内部表面加工など、燃料条件によって提案をしております。

竹100％での長期間実績はありません。
竹に関しては混焼を主体にボイラー内部表面加工など、燃料条件によって提案をしております。

燃料

灰処理

燃料

竹の燃料利用も可

燃焼

燃焼

スクリュー方式 スクリュー方式 自動 自動 自動

自動（管・火皿とも） 自動（管・火皿とも）

自動 自動

有 有有　ロータリーバルブ、サブタンク側にアナログ式消火システム標準装備 有　ロータリーバルブ、サブタンク側にアナログ式消火システム標準装備

灰処理

燃料サブタンク～撹拌～スクリューによる定量搬送燃料サブタンク～撹拌～スクリューによる定量搬送供給
搬送

ストーカー最下部にスクリュー灰出し装置

燃料の条件により異なります。 燃料の条件により異なります。

ボイラーサイズにより変更　容量を大きくできますが、安全を考慮して予備灰取箱供給で対応 ボイラーサイズにより変更　容量を大きくできますが、安全を考慮して予備灰取箱供給で対応

ストーカー最下部にスクリュー灰出し装置

有　ネット環境とバイオコントロールソフトが必要 有　ネット環境とバイオコントロールソフトが必要

別置きサイクロン有

運転管理

実績

監視
装置

電気集塵機オプション別置きサイクロン有

無線　有線　どちらも可能 無線　有線　どちらも可能

有　バイオコントロールにてログ付き遠隔監視　可能有　バイオコントロールにてログ付き遠隔監視　可能 有 有 有

無線 無線 無線

管理

遠隔コントロールも基本全てのパラメーター変更は可能　実際運用の際には条件を設定します

遠隔コントロール　可能　スマホ対応も行う事は可能です。 遠隔コントロール　可能　スマホ対応も行う事は可能です。 可 可 可 可 可

全パラメータ 全パラメータ

無圧解放　ボイラー技術者は基本不要 無圧解放　ボイラー技術者は基本不要

基本は不要 基本は不要

遠隔コントロールも基本全てのパラメーター変更は可能　実際運用の際には条件を設定します

・灰箱を空にする（二次燃焼室から余分な灰を取り除く。灰箱を空にする。シールをチェックする。）
・システム圧力をチェックする
・安全装置チェック（安全弁の目視点検。緊急冷却バルブの目視点検。燃焼経路内の安全装置の動作準

2週間に1回

本体内清掃・駆動系確認・安全装置類点検

１回／年　または　2,500時間毎2～3回程度　稼働率　燃料条件により異なります。 2～3回程度　稼働率　燃料条件により異なります。

・安全装置を確認する• 安全弁の目視確認• サーマルリリーフバルブの目視検査• 燃料経路内の安全装置の動作準備状況を確認する・煙突
• 煙管をきれいにする• 煙突の凝縮水を洗い流す・クリーン燃焼室• 二次燃焼室の内部の清掃• きれいな傾斜の火格子
• 清浄な二次空気口• 点火チューブをきれいにする• 警報ボタンと警報スイッチを確認する（最上は設定外）

1～2回/年

燃焼灰清掃

1回／週1～3回/週　稼働率と燃料条件により異なります 1～3回/週　稼働率と燃料条件により異なります

・アッシュボックスを空にする• 余分な灰を二次燃焼室から除去する　　・　暖房システムの圧力を確認する
• アッシュボックスを空にする• パッキンを確認する

2～3回/週

コンプレッサーからの圧縮空気を利用し、スートブローによる自動煙管掃除機能があります

導入
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コンプレッサーからの圧縮空気を利用し、スートブローによる自動煙管掃除機能があります

・灰箱を空にする（二次燃焼室から余分な灰を取り除く。灰箱を空にする。シールをチェックする。）
・システム圧力をチェックする

灰取りBOXから灰回収（予備灰箱への交換） 灰取りBOXから灰回収（予備灰箱への交換）

保守

可動2,500時間ごとor1年／3500時間ごとor3年

当社のペレットボイラーを利用したマイクロ熱供給の展示場がありまして、常時見学可能です。その他、ご相談頂きながら対応していきます。

徳島県（さくら診療所2012年度）
山梨県（レークウッドGCサンパーク

明野2016）

年間3,000台程度

徳島地域エネルギーにて対応。
メーカー保証や部品供給体制はもちろん、サイロや搬送、ボイラー設置などの設計相談も受けております。
初動対応の重要性を踏まえて、導入場所近隣、もしくは地元企業等を通して、主体のメンテナンス体制は地域で行える体制で行います。
二次側システムや運用面も経験を元に相談があれば、アドバイス等もさせてもらっております。

・設備導入時のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ (事例など有れば) 薪・ペレット・チップ・薪＋ペレットの様々な事例がございます。特に熱供給をした、ヨーロッパシステムがあります。

弊社にて対応、状況に応じて業務委託・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・ｻﾎﾟｰﾄ体制やｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽの対応方法 遠隔システムで監視　・アフターサービスについて、メーカー規程点検の実施と都度不具合時対応

徳島地域エネルギー「バイオマスラボ」（徳島県名東郡佐那河内村上字仁井田100番地２）にて受け入れ
可。研修料金3,000円～（資料代含む）。

・その他特記事項

地域によってはチップ燃料の安定供給が課題→チップ燃料不足時は微調整で、ペレット燃料での代替可能
サイロ形状、容量や搬送装置は、実際の供給される燃料によって対策が必要となる事が多い。
事前に安定して供給される燃料を確定させてもらい、燃料条件をある程度確定させてからのサイロ、搬送装置設計を行う必要がある。

・営業展開の方針、計画 自社展示場を活用した随時案件対応

・過去導入時の課題と対応策　(事例など有れば) 無圧開放と熱供給システムの問題

・弊社バイオマスボイラーはユーザーの蒸気ニーズに合わせ、複数台設置によ
る台数制御や廃熱ボイラで対応しております。

上記「バイオマスラボ」にて、地域における木質バイオマスの熱利用（チップボイラー等）の人材育成を実施。

木質ペレット製造やブリケット成形などバイオマス固形燃料の機械　付帯設備の提案も行っております。
燃料相談から　ボイラー選定など　燃焼機器のみならず、燃料化という部分の事業と併せて提案を行っております。
木質ボイラーは熱源であり、燃料条件が揃っておれば能力を発揮します。
大切な事はバイオマスボイラーの特性を最大限生かせる二次側システムと考え、導入実績や実際の運用経験を踏まえての、二次側システム検討のアドバイスも必要に応じて行っております。

全国対応。
基本構造がシンプルであり、モーター（国産代替えも可能）や計装部品も使用部品のほとんどが国内調達が可能であるので、在庫部品はメイン基盤のみとなっております。特殊な部品のみ在庫し、供給体制を取っております。
導入先地域において設置はもちろん、初動の対応強化のために代理店もしくは、初動メンテナンス体制を取れる会社を通して販売をさせてもらっております。
メンテナンスも共同もしくは、地域代理店様が行える体制を取れるように指導、講習を行って体制を作っております。

レークウッドGCサンパーク明野コース（山梨県）・・・ゴルフ場内の枯れた松を地元の林業会社が伐採・チップ化し、ボイ
ラー燃料として利活用している

蓄熱タンクや熱交換器や二重断熱煙突も必要に応じて供給させてもらっております。
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木質バイオマスボイラーの機器仕様一覧　【燃料材_木質チップ】
・記載内容は企業様からの情報で、当協会が保証しているものではありません。

・記載内容は、2019年3月末時点の情報です。

・一覧表は、当協会が作成したものであり転載を禁じます。

国名

ウエブサイト

日本法人

正式名称

ウエブサイト

連絡先名

連絡先TEL

メールアドレス

住所

運転タイプ 連続運転 or 断続運転

定格出力 (kW)

常用時のボイラー効率 (%)

最低燃焼出力比 [対定格値] (%)

低負荷出力 (kW)

常用時のボイラー効率 (%)

点火機構

低負荷時の自動消火機能の有無

最小出力以下の燃焼方式　(On/OFF or 種火運転)

本体サイズ (WxDxH)

本体重量 (kG)

缶水量 (リットル)

伝熱面積 (m2)

伝熱形式 (煙管、水管)

煙道直径 (mm)

[定格運転時]  (kW)

[低負荷運転時] (kW)

燃焼温度範囲 (℃）

火皿方式：固定/可動、階段/回転、ベルト、他（　　)

蒸発量[定格時] (kg/H)

排ガス温度 (℃)

煤塵濃度 (g/m3N)

空気ファン(1次､2次、誘引)の有無

O2センサーの有無

燃料サイズ (EU・JWBA規格の表示)

保証する最大水分 WB (%)

使用量: 定格出力時 (kg/H) 「水分条件記載」

使用量: 低負荷出力時 (kg/H)  「水分条件記載」

燃料搬送の方式

逆火防止装置の有無

灰落とし機構 (管 ＆ 火皿)

搬送方式

灰受け容量　(リットル)

灰掃除の頻度

集塵機構の有無・形態

常時監視ｼｽﾃﾑの有無

データログ付き監視の有無 (パラメータ数)

LAN接続 (無線・有線)

遠隔コントロール(スマホ)の可否

遠隔コントロールのパラメータ種類

電気主任技術者の要否

ﾎﾞｲﾗｰ技術者の要否

定期メンテナンス頻度 (回/年)

（メンテの内容)

日常メンテナンスの頻度 (回/週)

（メンテの内容)

水管/煙管の掃除方法: 手動 or 自動ブロー

国内での運用実績 (年数)

国内の導入数 (台)

海外の導入数　(台)

国内の代表的な導入場所
(事業者名・導入年度)

視察受入れ可否　(場所や条件)

機器ﾒｰｶｰ/Equipment Vender

メーカー
or

代理店

事業者情報

海外機器
製造者

燃料形状

自社機器のPRコメント

設備型式名
(xx kW～yy kW:複数機種有る場合）

名称

外観

シリーズ名称

定格出力範囲

機器の外観写真

複数型式記入（設備型式名/定格出力有れば追記）

性能諸元

最大
定格

点火
消火

備考　（例えばEUﾎﾞｲﾗｰClassなど)

低負荷
運転時

物理諸元

機構

運用圧力 (MPa)

消費電力

備考　(例えば、竹の燃料利用は）

助燃方式の有無、補助燃料の種類

燃料

灰処理

燃料

燃焼

燃焼

灰処理

供給
搬送

運転管理

実績

監視
装置

管理

導入

保守

・設備導入時のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ (事例など有れば)

・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・ｻﾎﾟｰﾄ体制やｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽの対応方法

・その他特記事項

・営業展開の方針、計画

・過去導入時の課題と対応策　(事例など有れば)

JWBA Proprietary JWBA Proprietary

I M

500kW以上 100～200kW 100～200kW 400kW以上 100～200kW 200～400kW 200～400kW 400kW以上

BioFire Bailer W10B
Bailer

W20B

Bailer

W30B

Bailer

S500B

Bailer

W50B

Bailer

S1000B
50 80 100 120 200 240 300 600

ｽﾄｰｶｰ式温水ﾎﾞｲﾗｰ
MBW-Sシリーズ

エコモス エコモス エコモス エコモス エコモス エコモス

BioFire1000 K8-400 ～ K8-4000 Multifire MBW-13 MBW-20 MBW-40 MBW-S
WB-100

100ｋｗ

WBO-100
屋外パッケージ型

100ｋｗ

WB-200

200ｋｗ
WBS-200

300kg/H

WB-350

350ｋｗ
WB-500

500ｋｗ

500、600、800、1000、
1250、1500kW

MBW-60/698kW

MBW-80/930kW

MBW-S-60/698kW

MBW-S-80/930kW

MBW-S-120/1395kW

連続運転 連続

1000kW 115 230 350 350 580 770 400 ～ 4,000 49.5 80 100 120 200 240 300 600 151 233 465 465 100 100 200 200 350 500

94.7 80以上 80以上 80以上 75 80以上 75 76 ～ 90 92%以上 70 80％以上 80％以上 80％以上 80％以上 80％以上 80％以上

30% 40 40 40 40 40 40 30 30 25 25 50 30% 30% 30% 50% 30% 30%

300~1000 46 92 140 140 232 308 15 14 30 32.4 50 70 140 230 30 30 60 150 105 150

96.5 80 80 80 75 80 75 91.8% 80以上 80以上

電気式熱風ファンによる
自動点火

灯油 灯油バーナー 灯油バーナー

有 有 有 有 有 有 有 有 有

On/Off ON/OFF 種火運転 種火運転 種火運転

ラインナップとしては以
上だが、受注生産品で
1t/h以上の蒸気ボイラ

2485x5280x2177 2700×1100×3082
3350×1200

×2867

3729×1450

×3121

2400×1280

×3718

5285×2045

×3843

4600×2100

×5243
1900×3100×2100 1900×4800×3700 2100×5000×3900 5500×6000×4700

W0.90×L2.55×

H2.33

W1.80×L4.20×

H2.94

W1.25×L3.01×

H2.60

W1.38×L3.24×

H3.20

W1.50×L4.60×

H3.58

W1.66×L4.58×

H3.58

7075 1800 3500 4500 4500 5800 12000
982 1100 1200 1200 2400 2400

3700 7000 7200 16200 2,800 3,900 4,400 4,500 11,800 12,700

1950 800 1000 1300 200 1900 200 135 165 195 195 290 290 610 1220 300 1100 1100 1300 480 480 710 2,050 2,150

29 8.2 20.9 28.7 9.8 50.8 9.8 3.77 3.8 5,66 5,66 5.66x2 5.66x2 10.65 10.65x2 8.6 8.6 19 9.7 37.8 50.2

煙管 煙管 煙管 煙管 水管 煙管 水管 煙管 貫流式（水管） 煙管 煙管

φ150 φ150 φ200 φ200 φ200 φ300 150 180 200 200 200 200 300 300 200 200 250 300 300 400

無圧開放式 大気開放 大気開放 大気開放 0.98 大気開放 0.98

3 5 6.35 9.5 24.3 22.3 27.8 2.0(本体） 4.0(本体） 3.0(本体） 2.8（本体） 6.7(本体） 9.0(本体）

1.4 2.1 2.54 4 9.7 8.9 12 同上以下 同上以下 同上以下 同上 同上以下 同上以下

非開示 800～1200℃ 800～1200 800～1200 800～1200 800～1200 800～1200
45℃～88℃

(通常70℃~80℃）

45℃～88℃
(通常70℃~80℃）

45℃～88℃
(通常70℃~80℃）

可動・階段 回転 可動、階段 可動ロスロル 可動ロスロル

－ － － 500 － 1000 240

150 200 200 200 250 200 250 280 280 300 350 300 300

150以下 150以下 150以下 150以下 150以下 150以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満

誘引ファンのみ 1次、誘引 1次、誘引 1次、誘引

有 オプション オプション オプション オプション オプション オプション 無 無

無 着火時のみ 無 無

EN G30-G50 P16 P16~P26 P16~P36 P16~P36 P16~P36 P16~P36 P26・32 P26・32 P26・32 P26・32 P26・32 P26・32

40% 40%　*1 40%　*1 40%　*1 40%　*1 40%　*1 40%　*1 50 50 50 50 50 50 50

362.4 55kg/h（35%)
110kg/h

（35%)

165kg/h

（35%)

165kg/h

（35%)

274kg/h

（35%)

385kg/h

(35%)
43

（10％WB）

66
（10％WB）

132
（10％WB）

294
（50％WB）

55 @50% 55 @50% 110 @50% 120 @50% 192.5 @50% 275 @50%

108.7 22kg/h(35%)
44kg/h

(35%)

66kg/h

(35%)

66kg/h

(35%)

110kg/h

(35%)

154kg/h

(35%)
17.5 @50% 17.5 @50% 33 @50% 60 @50% 57.8 @50% 82.5 @50%

スクリューオーガー エア搬送 スクリュー方式 スクリュー方式

有 有 有 有

機械式 火皿

スクリューオーガー 掻き出し、スクリュ- 自動灰出 スクリュー

240 客と打合せの上決定 480、同 30 30 33 40 40

1~2回/月 客と打合せの上決定 30日以下 30日以下 30日以下 15日以下 30日以下 30日以下

サイクロン(オプション) サイクロン 有　サイクロン 有　サイクロン

エラーメッセージの送信 有 有 有

可 有 有 有

有線 有線(無線はオプション) 有 有

一部 オプション 否 否

非開示 オプション

否 無 無 無 無 無 無 否 否 否 否 否 否

否 無 無 無 無 無 無 否 否 否 否 否 否

手動 手動 手動

- １０年 7年 4年 7年 9年 4年 3年 0 3 11年 5年 10年 8年 2年 3年

0 7台 7台 5台 3台 3台 5台 3台 0 7 1台 3台

約450台 0台 0台 0台 0台 0台 0台 約2000台 約150台 無 無 無 無 無 無

兵庫花山の湯平成19年
寿都町民
プール

平成27年

岡山県たま
の湯

平成25年

安来市民会
館

平成28年

熊本えびす
の湯

平成28年

コマツ
平成26年

紫波ｸﾞﾘｰﾝｴﾈﾙ
ｷﾞｰ(株)

2014年

4

7台 31台

岩手県県営温水プール
(岩手県雫石)  2007年

岩手県県営温水プール
(岩手県雫石)  2007年

0.98Mp以下

45℃～88℃
(通常70℃~80℃）

無 無

スクリュー方式 スクリュー方式

手動 手動

灯油バーナー 灯油バーナー

有 有

種火運転

煙管

可動ロスロル 可動ロスロル

1次、誘引 1次、誘引

無 無

有 有

有　サイクロン 有　サイクロン

有 有

有 有

有 有

否 否

手動 手動

可動階段式ストーカー

150mg/m3N以下

オプション

要

連続 連続

灯油 灯油

ON/OFF ON/OFF

回転 回転

着火時のみ 着火時のみ

1次、誘引 1次、誘引

エア搬送 エア搬送

有 有

火皿 火皿

掻き出し、スクリュ 掻き出し、スクリュ

客と打合せの上決定

サイクロン サイクロン

有 有

有

KWB (Kraft und Wärme aus Biomasse ) GmbH オヤマダエンジニアリング　㈱　　（ボイラー本体部　㈱小山田工業所）株式会社イクロス

オーストリア 日本日本

中外炉工業株式会社緑産株式会社

日本

http://www.herz-energie.at/

KH K O

オーストリア

http://www.kwb.at http://www.k-oyamada.net/

オーストリア

株式会社 御池鐵工所KOHLBACH Holding GmbHHERZ Energietechnik GmbH

―ーー ― ㈱小山田工業所

―http://www.kohlbach.at

株式会社　御池鐵工所㈱WBエナジー オヤマダエンジニアリング　㈱　　流通センター事業所株式会社イクロス

〒102-0094　東京都千代田紀尾井町3-32　紀尾井町ヒルズ 〒020-0891 岩手県紫波郡矢巾町流通センター南1丁目5-17

プロジェクト営業部

03-4405-8088 019-638-1216072-260-6333

株式会社　御池鐵工所環境・バイオマスグループ　営業・川口

http://www.ryokusan.co.jp/

同上株式会社イクロス　環境事業部

http://www.miike.co.jphttps://chugai.co.jp/env_11_biomass_03/ http://wbenergy.co.jp/ http://www.oyamada-eng.co.jp/http://www.icross.co.jp/

sales@ryokusan.co.jp info@wbenergy.co.jp h.kawamura@oyamada-eng.netkankyou@icross.co.jp

低含水率（最大 20％WB）の木質チップを燃料とする、コストと設置スペースを抑えた　固
定床式温水ボイラー（MBWシリーズ）と高含水率（最大 50％WB）の木質チップにも対応し
た、ストーカー式温水ボイラー（MBW-Sシリーズ）の2種類をラインナップしています。

無圧開放式温水ボイラーなので、ボイラー技士等の資格は必要ありません。

タッチパネルの採用で、表示は見やすく運転状況もすぐにわかります。

ボイラー燃焼は「起動」「待機」「低燃焼」「高燃焼」の4つのモードを自動制御して、設定し
た温水温度を自動維持します。

〒592-8331 大阪府堺市西区築港新町2丁目4番〒252-0244　神奈川県相模原市中央区田名3334

072-247-2386042-762-1021

〒593-8312　大阪府堺市西区草部491番地1 〒720-2124　広島県福山市神辺町川南396-2

チップチップ チップ チップ

中外炉工業は熱技術のパイオニアとして工業炉の分野で７０年の歴史を持つ東証１部上場
企業です。
ここで培われた熱エンジニアリング力を駆使し、再生可能エネルギーであるバイオマスの分
野でも、お客様に最適なソルーションをワンストップで提供します。
環境・バイオマスグループは、中外炉工業環境事業部より分離独立した部門であり、バイオ
マスの分野では炭化、ガス化、固形燃料製造などで１５年の経験を有し、特にその経験から
ハンドリングの難しいバーク等林地残材や高含水バイオマスに強みを持つコールバッハ社
と提携しました。単に欧州の設備を導入するだけではなく、日本の実情に即したエンジニア
リングや改良を行っています。また日本国内法規への対応や各種申請支援も行います。熱
供給用は温水・蒸気の２種類、発電用はORCサーマルオイルボイラ、BTG蒸気発電用ボイ
ラの２種類を提供します。また附帯設備を含むEPCはすべて中外炉工業にて行います。

Herz社は欧州を中心に世界70カ国以上に、最先端のバイオマスボイラーを販売する実績と信頼のある会社
です。
バイオマス先進国オーストリアの高い技術と幅広いラインアップで、お客様の多様なニーズにお応えいたしま
す。

084-963-5500

gijyutsu@miike.co.jpRyouhei_Kawaguchi@n.chugai.co.jp

チップ チップ

①当社独自の新燃焼原理(特許取得済)により、固形燃料の自燃で1100℃以上の高温熱核層を
形成し、2次バーナを使用しなくても大気汚染物質を排出しないクリーンな燃焼が行えます。
②木質バイオマス燃料からRPFまで幅広い燃料を燃焼可能です。エアカーテン式燃焼により燃
焼室を小型化。製造価格・メンテナンス費を低減できます。基本的に燃料による機種の違いはあ
りません。
③炉床を回転させることで燃焼の均一化および灰撤去により、クリンカの発生を極力抑えること
ができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④自動灰出装
置により連続燃焼の長時間化や日常メンテナンスの簡略化でオペレータに優しい装置となってい
ます。

400～4,000kW 2,000～10,000kW400kW以上 100kW以下 100～200kW200～400kW 100kW以下 200～400kW

バイオマス利用の最先端国オーストリアを代表する量産型ボイラーメーカー。高いエネルギー効率、自動クリーニング、
遠隔監視・操作機能等、使い勝手に優れる。国内導入事例は、すべて視察可能。
KWBボイラーを日本導入するに際して、その設計、施工、メンテナンスが適切にできるよう社内体制を整備。常にKWB本
社と連絡を取り合いながら、設計、施工、不具合対応など行う。
主要スペアパーツは国内在庫。
熱負荷変動に柔軟に対応するオンオフ運転タイプであり、完全自動運転。遠隔監視・操作機能付き。自動クリーニングで
あり、灰コンテナも大容量。水分も、40ないし45％まで対応。一定規模までであれば、暖房・給湯回路及びその制御まで
含めて設備機器・制御システムの提供が可能。ボイラーの配置、サイロの大きさ使い勝手、蓄熱タンクの温度差、煙突の
仕様など、バイオマスに特化したエンジニアリング。

純国産型、高含水率木質チップ燃料（切削型チップ）の温水発生機（温水ボイラー）、着火から停止までの自動運
転を実現。

水分に合わせた運転モードを搭載、湿量基準（水分率）37.5％から52.5％の切削型チップ燃料に対応。

各種センサーによる運転監視により、万が一のトラブルへ対応、遠隔監視システムとの併用により原因把握、復旧
作業がスムーズ。

FireMatic

Multifire Multifire

固定床式温水ボイラー　MBWシリーズK8(温水・蒸気用） K12(発電用）FireMatic FireMatic

100kW以下 100～200kW 200～500kW 400kW以上

PowerfireオーダーメードとなりますFireMatic60 FireMatic151 FireMatic351

K8-400 ～　K8-4000 K12　発電容量で700kW～2000kW20、35、60、80kW 101、130、151、180kW
201、251、301、351、

401、500kW

3,340 ～　15,50060kW

連続 連続連続運転 連続運転 連続運転 断続運転（全自動運転）

151kW 351kW

連続運転

32%

12.1~60 36.7~151 112.5~351

電気イグニッションヒーター

94％以上80～85

日本向け無圧開放改造ボイラーは、性能確認テストを実施。確認できたタイプのボイラータイプのみを輸入。 無圧温水器（無圧温水ヒーター）

種火運転On/Off

94％以上80～85%93.4 93.5

オンオフ完全自動運転あり あり有

On/Off On/Off

80以上 80以上

93.4

303020% 24%

薪投入による手動着火 薪投入による手動着火
電気式熱風ファンによる

自動点火
電気式熱風ファンによる

自動点火
電気式熱風ファンによる

自動点火

80～8594.3 94.2 93.8

Energy efficiency class: A
+

有 有

オフ種火運転

25.582.65 7.2

4171

116 254 1130

1410x1495x1590 1888x2071x1818 2630ｘ3015ｘ2800

620 1370

0.05～4MPa 0.05～4MPa無圧開放式 無圧開放式

煙管煙管 煙管 煙管

0.097 0.09 0.123

無圧開放式

0.285 0.215 0.352

固定、開閉 可動・階段 可動・階段

非開示

クローラー式 回転リング可動階段式ストーカー

900-1100 900-1200600～950℃ 600～950℃非開示 非開示

燃料によって相違 燃料によって相違 燃料によって相違

あり1次空気ファン、

140 160 130

150mg/m3N以下

100～140150～180℃ 150～180℃

45バーク：55%  木チップ：60% バーク：55%  木チップ：60%40% 40%

有 有 ありあり

1次空気ファン、誘引ファンのみ 誘引ファンのみ 誘引ファンのみ

あり有

40%

EN G30-G50 EN G30-G50

竹チップ混入率30％以下燃焼テストしか行っていないが、竹の専焼で行い、クリンカも出来ず、非常に好結果であった

なし なし無 無 無 不要

EN G30-G50

40

M40 M45

竹は含有塩素とカリウムの問題があり、どのようなボイラでも単独燃焼は不可。熱交での塩
素腐食と低融点物付着による能力低下を防止するため、熊本の案件ではバークと混焼す
る。

チップ・ペレットの切替が可能

燃料撹拌装置とスクリューコンベアの組み合わせ。スクリューコンベアは可能な限り簡略化されたシステムとし、
スクリューの組み合わせは、最大で2段階まで。

スクリューオーガー

4.4 13.3 40.8

エネルギー含有量3,400kWh/㌧（水分30％）を前提に、ボイラー効率にて計算。例：3400kWh/㌧÷300kW21.7

スクリューオーガー スクリューオーガー

自動スートブロー 自動スートブロー機械式 機械式 機械式

有

54.7 127.2

可動床 燃焼回転リング

ありあり あり有 有

ストーカーによる押込方式 ストーカーによる押込方式スクリューオーガー スクリューオーガー スクリューオーガー

客と打合せの上決定

定期メンテナンス時に清掃1~2回/月 1~2回/月 1~2回/月 2週間に1回～数か月に1回（使用頻度・燃料の質による）定期メンテナンス時に清掃

複数の選択肢あり23x2 75x2 75x2

客と打合せの上決定 客と打合せの上決定

70、240（オプション）　予備コンテナ付き 240、予備コンテナ付き複数の選択肢あり

スクリュー
灰出しコンベアによる自動排出

（手動も選択可）
灰出しコンベアによる自動排出 手動灰出

エラーメッセージの送信 エラーメッセージの送信 エラーメッセージの送信

あり、多数

ありあり あり

マルチサイクロン（EP,バグはOption)無 無 無 取り付け可能（電子フィルター）マルチサイクロン（EP,バグはOption)

有線

可可 可

LAN接続を前提あり（有線） あり（有線）有線 有線

あり（各部温度、出力、圧力） あり（各部温度、出力、圧力）可 可 可 有

有線(無線はオプション) 有線(無線はオプション)

オプション

不要否 要否

各部温度、出力、圧力、運転画面 各部温度、出力、圧力、運転画面非開示 非開示 非開示

一部 一部 一部

ボイラー出力、往き戻り温水温度、1次・2次燃焼ファン、ファン回転数、酸素濃度、燃焼温度、負圧、燃焼炉のチップ量、
灰スクリュー温度等多数。ボイラー水温度、蓄熱タンク温度、暖房温度、給湯温度、週間プログラムなど多数。

否 否 否

否 否

不要要（無圧温水は不要）

オプション オプション

炉内清掃、耐火物・ストーカー金物の消耗確認、必要なら交換各部の動作確認、煙管・火格子その他の清掃

1000時間ごと 1回/週以上客との打合せによる

各部の動作確認、煙管・火格子その他の点検整備

2回／年1回/年

クリーニング、センサー類、モーターなどの確認等。 全体設備の総合点検・消耗部品の更新
電装品・ファン及びモータの動作確認(年1回)、
煙管清掃(年2回、但し燃料の灰分量により頻度が異なる)

1

燃焼炉内灰清掃、サイクロン灰受箱交換、煙管清掃、各部給脂

1回／日(点検）1回/週

センサー類の確認、灰状況の確認 灰箱、各動作部の確認灰ボックスの清掃、炉内清掃(停止の回数・燃料の灰分量により頻度が異なる）

適時

2年 - -

113

自動ブロー 自動ブロー自動・機械式 自動・機械式 自動・機械式

法律（労基ボイラ保守規定）に定められた日常点検が必要灰受けコンテナ内の灰処理、目視による点検

モーターカムによる完全自動クリーニング

定格出力換算で、Multifirerは1500時間ごと、Powerfireは3000時間ごと。通常、１～3回。 1回/年以上2回

基本的にすべて可能。導入箇所については、すべてHPにて公開。お客様の声も掲載。 各施設にお問合せください。納入場所による(見学可能場所はイクロス連絡後)

岩手県遠野市 5台　群馬県中之条町2台、福井県あわら温泉4台
遠野木工団地

遠野バイオエナジー
平成27年度

熊本県
バンブーエナジー

平成30年度

静岡県御殿場市
2017年

0 0

50000　FireMatic 合計約12,500台

地域ごとに、日本総代理店・緑産株式会社によるエンジニアリングサポートおよび、地元サービス代理店によるアフターサービ
スの二重体制を構築します。

中之条町の温泉旅館では、ヒートポンプ、灯油ボイラー、電気ヒーターの各熱源を廃止し、バイオマスボイラーに統合。そのシステム設計・
施工管理サポートを弊社が担当。

給湯・加温・暖房等の熱需要施設での活用（温浴施設・病院・学校・保育所・温水プール・農用ハウスなど）

北海道、関東、広島(本社)、九州にサービス拠点があり、アフターサービス対応が可能。
国内９箇所の中外炉工業炉メンテサービス網を利用
サービスマンは中外炉の社員がオーストリア現地研修したコールバッハ社認定の技術を持った人材で
す。

専門の訓練を受けた技術者がエンジニアリング、施工、メンテナンス。メンテナンスは、研修を前提に地元で対応することも可能（ただし、最
低年1回はメーカーによるメンテナンス）。

当社サービス部門による24時間受付並び各所の導入先販売店等による1次対応
遠隔監視・定期点検の実施

イクロスが予め年間メンテナンス契約を締結し、自社で殆ど対応、一部地元業者にて応援。

弊社工場にデモ機があり、見学可能可　中外炉経由で遠野バイオエナジー殿に視察申し入れ国内(静岡県御殿場市、北海道江別市、北海道滝上町)　海外(オーストリア各地)　随時受付中

バイオマスボイラーは、単なる機械の輸入にとどまるものではなく、プランニング、施工、メンテナンス、スペアパーツ、マニュアル、製品保証
等、その日本導入に際しては総合的に対応する体制を整備することが不可欠。WBエナジーは、KWBの総代理店として、一貫した責任体
制を構築。

純国産型製品です。モニター表示も日本語となっております

主として、小型の熱利用及び発電併給システム(CHP)と、中規模の廃棄物を燃料に自家消費出来る発電シス
テムの両方で工場等に販売。

欧州の松を主体としたバークと日本の杉・桧を主体としたバークでは、同じバークでもカサ比重、含水率、
性状が大きく異なるため、初号機で設計基準をコールバッハ社と中外炉工業で見直し、日本市場向けに
改良を図っています。

すべての導入先において、お客様に十分満足していただけるようバイオマス専門のエンジニアリングの視点から設計されるようサポート。
導入実績はすべて、HPにて公開。

地域の環境に配慮した設備の提案

切削チップから、急に粉砕チップに仕様変更になった際、搬送系での詰まりの解決。 バイオマスの設計・施工に関する国内知識が不十分で、これを現場に正確に伝えることが重要。これに時間がかかる。 部品の高寿命化対応への改良

必要に応じて、日本のバイオマス原料を植物検疫の上輸出し、オーストリアの現地で燃焼試験を行いま
す。

HERZバイオマスボイラー、FireMatic及びBioFireシリーズは、設定の切替で木質チップ・ペレットのどちらも燃料として使用す
ることができます。

*1：定格出力の保証。燃焼の可否に関しては50％まで可能。

*2：温風器や大型蒸気ボイラ等含めると、納入実績は53台です。

29年度に受注した昭和化学向けは従来温水、蒸気ボイラではなく、生バークを燃料とした高温空気発生
炉です。お客様の熱需要に応じて柔軟なエンジニアリングができることが中外炉工業の特徴です。30年度

に運開するバンブーエナジー向けは日本最初の本格的なバイオマスORC発電となります。

いずれもバイオマス利用のFSから参画し、最適な活用方法を提案し、それを実現させることでバイオマス
による持続可能な社会の構築を目指します。

設置やメンテナンスを地元企業と協力して行い、費用が地元に還元される仕組みを作ります。
弊社では関連する木質チッパーや木質破砕機の販売も行っており、燃料の製造・流通に関してもトータルシステムでご相談に
応じます。

生バーク（無破砕）や林地残材など不定形の高含水率燃料バイオマスに対応でき、遠野バイオエナジー
殿蒸気ボイラ（１００％生バーク）、バンブーエナジー殿（無破砕バークと竹チップの混焼発電）、昭和化学
殿（無破砕バークによる高温空気供給）など、従来のﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗでは扱えなかった燃料を対象に熱供
給、熱電併給設備を提供しています。

S1000蒸気ボイラに於いては、発電及び空調の熱源として運用し、高い効率を得ています。

有　サイクロン

不要

手動

80

30

油ﾊﾞｰﾅｰ

有

ON/OFF

煙管

無圧大気開放式

800～900

固定

100～200

0.3未満

有

オプション

20

スクリュウコンベア

有

有
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木質バイオマスボイラーの機器仕様一覧　【燃料材_木質チップ】
・記載内容は企業様からの情報で、当協会が保証しているものではありません。

・記載内容は、2019年3月末時点の情報です。

・一覧表は、当協会が作成したものであり転載を禁じます。

国名

ウエブサイト

日本法人

正式名称

ウエブサイト

連絡先名

連絡先TEL

メールアドレス

住所

運転タイプ 連続運転 or 断続運転

定格出力 (kW)

常用時のボイラー効率 (%)

最低燃焼出力比 [対定格値] (%)

低負荷出力 (kW)

常用時のボイラー効率 (%)

点火機構

低負荷時の自動消火機能の有無

最小出力以下の燃焼方式　(On/OFF or 種火運転)

本体サイズ (WxDxH)

本体重量 (kG)

缶水量 (リットル)

伝熱面積 (m2)

伝熱形式 (煙管、水管)

煙道直径 (mm)

[定格運転時]  (kW)

[低負荷運転時] (kW)

燃焼温度範囲 (℃）

火皿方式：固定/可動、階段/回転、ベルト、他（　　)

蒸発量[定格時] (kg/H)

排ガス温度 (℃)

煤塵濃度 (g/m3N)

空気ファン(1次､2次、誘引)の有無

O2センサーの有無

燃料サイズ (EU・JWBA規格の表示)

保証する最大水分 WB (%)

使用量: 定格出力時 (kg/H) 「水分条件記載」

使用量: 低負荷出力時 (kg/H)  「水分条件記載」

燃料搬送の方式

逆火防止装置の有無

灰落とし機構 (管 ＆ 火皿)

搬送方式

灰受け容量　(リットル)

灰掃除の頻度

集塵機構の有無・形態

常時監視ｼｽﾃﾑの有無

データログ付き監視の有無 (パラメータ数)

LAN接続 (無線・有線)

遠隔コントロール(スマホ)の可否

遠隔コントロールのパラメータ種類

電気主任技術者の要否

ﾎﾞｲﾗｰ技術者の要否

定期メンテナンス頻度 (回/年)

（メンテの内容)

日常メンテナンスの頻度 (回/週)

（メンテの内容)

水管/煙管の掃除方法: 手動 or 自動ブロー

国内での運用実績 (年数)

国内の導入数 (台)

海外の導入数　(台)

国内の代表的な導入場所
(事業者名・導入年度)

視察受入れ可否　(場所や条件)

機器ﾒｰｶｰ/Equipment Vender

メーカー
or

代理店

事業者情報

海外機器
製造者

燃料形状

自社機器のPRコメント

設備型式名
(xx kW～yy kW:複数機種有る場合）

名称

外観

シリーズ名称

定格出力範囲

機器の外観写真

複数型式記入（設備型式名/定格出力有れば追記）

性能諸元

最大
定格

点火
消火

備考　（例えばEUﾎﾞｲﾗｰClassなど)

低負荷
運転時

物理諸元

機構

運用圧力 (MPa)

消費電力

備考　(例えば、竹の燃料利用は）

助燃方式の有無、補助燃料の種類

燃料

灰処理

燃料

燃焼

燃焼

灰処理

供給
搬送

運転管理

実績

監視
装置

管理

導入

保守

・設備導入時のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ (事例など有れば)

・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・ｻﾎﾟｰﾄ体制やｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽの対応方法

・その他特記事項

・営業展開の方針、計画

・過去導入時の課題と対応策　(事例など有れば)

JWBA Proprietary JWBA Proprietary

P V

POLYTECHNIK® Luft- und Feuerungstechnik GmbH

オーストリア

https://biomass.polytechnik.com/ja/

ー

株式会社協和エクシオ

http://www.exeo.co.jp/

環境本部営業部門

03-5778-1043

kankyo@en4.exeo.co.jp

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷3丁目29番20号

 協和エクシオは、POLYTECHNIK社と15年に及ぶ協力関係にあり、計10基
のバイオマスボイラ施設を国内に納入しております。
 これまでに、無圧開放型温水ボイラ、圧力容器となる高温水ボイラ、飽和
蒸気ボイラ、ORC向けサーマルオイルボイラ、廃棄物用燃焼炉+廃熱回収ボ
イラ、と多岐に及ぶ型式の設備を日本の各種の法規格に適合の上、納入
し、維持管理、メンテナンスを行っております。

ピンチップ、切削チップ、バークなど

300kW ～ 6,000kW 100kW以下 100～200kW 400kW以上 100kW以下 400kW以上 100～200kW 400kW以上

HVR CaP Fire　TAKUMI「匠」 CaP Fire　WaZa「技」 WP WP WP WP WP ENER-D UTSR UTSK ENER-D UTSR UTSK ENER-D UTSR PYROT PYROT PYROT PYROT PYROT

ー TKM520 WZ520C WP-50 WP-100 WP-200 WP-300 WP-500
75～100

※諸元100
180 180

150～200

※諸元200

240～360

※諸元360

240～360

※諸元360

250～300

※諸元300

450～1600

※諸元550
PYROT150 PYROT220 PYROT300 PYROT400 PYROT540

ー 75, 100 150, 200 250, 300

450,550,700,

900,1200,

1600

連続 どちらも 連続 連続 連続運転 連続運転 連続 連続

300 ～ 6,000 58 115 230 340 580 100 180 180 200 360 360 300 550 120-150 180-220 250-300 340-400 460-540

80～86%程度 80 80 85 86 86 86 86 85 80 85 85 80 85 85 80 90 90 90 90 90

30% 50 30 25 50 30 25 50 30 30 30 30 30 30

ー 2.5 50 54 45 100 108 90 150 165 45 60 80 100 480

ー 87 80 85 87 80 85 87 80 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示

手動着火、　オプションで着火バーナの設置に対応 ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ 電熱方式 無 電熱方式 電熱方式 無 電熱方式 電熱方式 無 電気式 電気式

あり 有 無 有 有 無 有 有 無 無し 無し

 種火運転 種火運転 種火運転 種火運転 on/off 種火運転 on/off on/off 種火運転 on/off on/off 種火運転 On/OFF On/OFF

EN規格、JIS規格、ASME規格に対応

1.9×0.9×1.7 2×1×1.6 2.3×1.3×2 2.3×1.5×2.2 2.7×2×2.4
1885x2332

x2081

1150x3190

x3395

1150x2990

x3000

2030x2699

x2581

1250x3450

x3555

1250x3450

x3205

3450x3269

x2671

1440x4290

x3810

3260x3555

x2555

3470x3120

x3320

3470x3460

x3465

3730x3705

x3650

3730x3935

x3725

乾燥重量1030

（熱交換器含む1050）
乾燥重量730

（供給ﾀﾝｸ含む乾燥重量1030）
390 1400 2500 3000 5000 1885 4250 3450 2335 5220 4400 3450 8300 2300 3200 3700 5200 5600

400 400 52 360 580 830 1380 385 750 750 497 1000 1000 1000 1420 432 794 903 1326 1510

4.8 4.8 1.89 3.57 11.87 13.45 26.11 5.7 13 13 8.45 18 18 16.44 28.5 11 16 21 29 39

煙管 水管 水管 煙管 煙管 炉筒煙管 炉筒煙管

200 200 200 225 225 300 300 300 350 350 250A 250A 300A 350A 350A

無圧 無圧 無圧 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.49 0.49 0.49 0.49 0.49

三相200V1.7kW 三相200V1.25kW 0.1 0.58 0.58 0.93 0.93 3.09 7.00 7.00 4.09 8.39 8.39 7.35 9.12 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会

都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会

～1,000℃ 900℃ 900℃ 900 900 900 900 900 450～650 450～650 450～650 450～650 450～650 450～650 450～650 450～650 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示

可動階段式水冷ストーカー 可動階段 キャタピラ キャタピラ 回転火格子 可動火格子 固定火格子 回転火格子 可動火格子 固定火格子 回転火格子 可動火格子 可動 可動

大きさ・仕様によります - - - - -

180℃ 180℃ 180 180 180 180 180 180 180 180 160 160 160 160 160

設置場所の要求により計画します 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.035 0.045-0.23 0.045-0.23 0.045-0.23 0.045-0.23

あり 有り 有り 有り 有 有 有り 有り

あり 無 無 無 有 有 有り 有り

標準ではないですが、オプションでの設置は対応 無 無 無 無し 無し

特殊仕様の燃焼炉により、一部の廃棄物系バイオマスにも対応

～P100 P45 P45 P45 P45 P45 P45 P45 P45

55 50 40 15％以下 １５％以下 15％以下 15％以下 15％以下 33％以下 50％以下 33％以下 33％以下 50％以下 33％以下 33％以下 50％以下 40 40 40 40 40

20kg/h（35％） 20kg/h（35％）
42.2

(33%WB)

117.2

(50%WB)

75.9

(33%WB)

84.3

(33%WB)

234.4

(50%WB)

151.8

(33%WB)

126.5

(33%WB)

358.1

(50%WB)
49 73 99 132 178

20.6

(33%WB)

35.2

(50%WB)

19.0

(33%WB)

41.2

(33%WB)

70.3

(50%WB)

38.0

(33%WB)

61.8

(33%WB)

107.4

(50%WB)
都度照会 都度照会 都度照会 都度照会 都度照会

フライトコンベヤ又は油圧プッシャー式(サイロ形状によります) スクリュー スクリュー スクリュー スクリュー スクリュー
スクリューコンベ

ア
スクリューコンベ

ア

あり センサー センサー センサー 有 有 有 有

- 有り 有り 有り 有 有 有 有

コンテナ又はコンベヤ スクリュー 落下 落下 落下 落下 手動 スクリュー スクリュー 手動 スクリュー スクリュー 手動 スクリュー
スクリューコン

ベア
スクリューコン

ベア

客先との協議による 1〜200 50 60 80 100 20 50 50 40 90 90 80 90 240 240 240 240 240

燃料によります 1回/日 1回/日 適時 適時 適時 適時 適時 1週に1回 1週に1回 1週間に1回 1週間に1回 1週間に1回 1週間に1回 1週間に1回 1週間に1回
1回/2週程度

の交換
1回/2週程度

の交換

設置場所の要求により計画します ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ ＯＰ 有・サイクロン 有・サイクロン 無 無

あり 無 無 無 有 有 有 有

あり 無 無 無 有 有 無 無

有線 無 無 無 可 可 無 無

可 無 無 無 否 否 有 有

要求により計画します 無 無 無 運転・停止のみ 運転・停止のみ

受変電設備の容量によります 無 無 不用 否 否 否 否 否 否 否 否 不要 不要 不要 不要 不要

温水出力の場合は不要、高温水・蒸気出力の場合は1級ボイラ技士 無 無 不用 否 否 否 否 否 否 否 否 不要 不要 不要 不要 不要

1～2回

 温水出力設備は、年1～2回、炉・ボイラの灰清掃
 蒸気出力設備は、年1回の法定点検整備

毎日点検を推奨

特別なメンテナンスは不要

スートブローによる自動払落し 手動 手動 手動 自動 自動
煙管自動スートブ

ロー装置有
煙管自動スートブ

ロー装置有

2004年から 未開示 未開示 7 7 7 7 7 0 16 9 11 16 11 0 16

10台 ( +4台建設中 ) 未開示 未開示 1 1 0 0 0 0 16 1 9 28 8 0 46

3,000以上 輸出なし 輸出なし 0 0 0 0 0 0 未開示 未開示 0 未開示 未開示 0 未開示

 バーク専焼;　2014年納入の1,200kW温水ボイラ(栃木県民間向)
 木質チップ利用; 2015年納入の4,000kW蒸気ボイラ(栃木県民間向）

未開示 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示 未開示

 北海道、山形県、岩手県、福島県、栃木県、岡山県、徳島県、高知県の施
設で視察対応可

有・サイクロン有・サイクロン

火格子清掃、消火水タンク水量確認等

無

有

運転・停止のみ

無

無

無

手動 煙管自動スートブロー装置有

有

有 有

可 可

否 否

自動 自動

有有り（オプション）

有り（オプション）

有線

否

炉筒煙管

無圧

キャタピラ 可動

有り 有り

有り

無し

無

スクリューコンベアスクリュー

1回/2週程度の交換

無

無

有

無

無

2380×1283×1766

煙管

無圧

サイズ：四方 30mm以下、厚さ6mm程度

・煙突内部の掃除　・本体煙突根元部の掃除 　・熱交換部の掃除　・ロストルの掃除 灰取だし

センサー 有

有り 有

スクリューコンベア

煙管

連続運転

煙管

有 有

有 有

無 無

スクリュー スクリュー

有 有

有 有

G30/50 ÖNORM M 7133

連続 連続

種火運転

水管

連続運転

手動

温水ボイラ

150～200 150～200 150～200

固定

有

無

無

スクリューコンベア

有

火皿

無し

無し

無し・手動

無

無

有線

可

無し

手動

温水ボイラ

無

スクリューコンベアー

有り

有

回転ロストル

適時 適時 適時 適時

有り　サイクロン式集塵機

株式会社　三基 株式会社ササキコーポレーション

日本

株式会社ササキコーポレーション

SS S S

www.tomoeshokai.com/　,　www.schmid-energy.ch/

日本 , スイス日本日本 ドイツ

伸栄工業株式会社

伸栄工業株式会社 -ー

http://shin-ei-kogyo.wix.com/shinei

VIESSMANN株式会社 巴商会 , Schmid AG

https://www.viessmann-us.com/

株式会社ヒラカワ株式会社　巴商会伸栄工業株式会社　　株式会社アオイ技研株式会社　三基

〒852-8134 長崎県長崎市大橋町22番14号

095-847-7171 0176--22-0308 06-6458-868703-3254-2611

バイオマスボイラ・バイオコークス事業推進室伸栄工業株式会社　　株式会社アオイ技研株式会社　三基　エネルギー事業部 -

https://hirakawag.co.jp/www.tomoeshokai.comwww.aoigiken.comhttp://www.sansanbio.net/sansanbio.php http://www.sasaki-corp.co.jp

info@sansanbio.net info@hirakawag.co.jpinfo@tomoeshokai.com

ボタン1つで全自動連続運転ができ、コンパクトなのに2次燃焼
熱効率80％以上と高効率で、常時燃焼温度900度を実現しま
す。
また、TKM520は予備乾燥装置が高含水率の木質チップ
(WB50%)を乾燥(WB40％以下)させることで、安定した燃焼を
させることができます。予備乾燥装置はボイラー内の熱を利用し
た温風を供給タンク内に送り、木質チップの乾燥を行います。乾
燥時には、供給タンク内のアジテータが木質チップを攪拌し、乾
燥度合を均一にします。

燃料となるペレット・チップを連続的に未燃ガス化し、完全燃焼させ、COやNOxの排出を削減
した木質バイオマスボイラです。カーボンニュートラルと定義されている木質バイオマス燃料
の使用により、CO2の排出を抑制します。

弊社は業務用温水ボイラ製造販売メーカーで1910年創業の老舗です。明治43年に日本初の特許巴風呂を開発し、以来100年
あまりお客様に快適な商品を提供し続けています。環境対応型ボイラとして2002年に岩手県雪国文化研究所へ暖房用チップボ
イラをご採用頂いてから、木質バイオマスボイラの国内設置台数は累計200台以上となり、北海道から九州までいろいろな施設
にて利活用されご好評を頂いています。

〒300-0056 茨城県かすみがうら市上稲吉1751

〒981-0902 宮城県仙台市青葉区北根1-16-14

029-831-5315　　022-274-8766

〒034-8618 青森県十和田市大字三本木字里ノ沢1-259 〒531-0077 大阪市北区大淀北1-9-36〒101-0041 東京都千代田区神田須田町2丁目6番地

チップチップ　 チップチップ

木質に限らず燃焼出来ます。

fysky531@ybb.ne.jp  k-takahashi@aoigiken.com

チップ

200～400kW100kW以下 200～400kW100～200kW 200～400kW100～200kW 200～400kW 400kW以上

・独自の高圧給気再燃筒により高温熱分解が促進され煙が出にくくなっております。
・生チップやきのこの廃菌床など燃焼が難しい燃料も利用可能です。
・サイクロン式集塵機を装備していますので煤塵補修効率は高レベルです。
・チップ以外のペレット、薪等も燃料として利用可能です。

SKB－100 SKB－200 SKB－300 SKB－500

SANSANBIO（サンサンバイオ）

240, 300, 360

50～60

連続（断続可） 連続（断続可） 断続連続（断続可）

116KW（10万kcal） 223KW（20万kcal） 348KW（30万kcal） 581KW（50万kcal）

23KW 44KW 70KW 70KW

バーナー バーナー

80 80 80 80

高含水率燃料の燃焼が可能

無

種火維持

80 80 80 80

有り 有り

20 20 20 20

ヒートエアー方式バーナー

有り

基本OFF（種火運転可）

電気式

無し

On/OFF基本OFF（種火運転可） 基本OFF（種火運転可）

480×480×2,070 610×610×2,070 710×710×2,130 2,000×3,750×4,000

水管 水管水管

無圧

240㍑ 270㍑ 410㍑ 1,850㍑

無圧 無圧

300 300 300 350

温水ボイラ

2.2 2.9 3.8 5.75

可動可動 可動

200～800 200～800 200～800

給気ファン×1台 給気ファン×1台 給気ファン×1台 給気ファン×1台

0.075 0.075 0.075 0.075

150～200

有 有有

ペレット、薪も利用可能です。竹は木チップとの混焼可
木質チップ（切削チップ）、木質ペレット利用可能。TKM520は予
備乾燥装置標準装備のため、高含水率WB50%木質チップが利

用可能。
竹チップ燃料利用可

無 無

50 50 50 50

JWBA　P45 JWBA　P45 JWBA　P45 JWBA　P45

200～800

20

17（DRY 15％） 20（DRY 15％） 34（DRY 15％）

34（DRY 15％） 68（DRY 15％） 102（DRY 15％） 171（DRY 15％）

7（DRY 15％）

有 有

有り 有り

スクリューコンベアー スクリューコンベアー

3020 30

回転ロストル 回転ロストル

有り（オプション） 有り（オプション）

有り（オプション） 有り（オプション）

有り　サイクロン式集塵機 有り　サイクロン式集塵機

否 否

有線 有線

否 否 否 否

否 否 否 否

1回/週

消耗品交換 煙管（手動によるブラシ掛け）、燃焼室清掃ならびセンサ類点検等煙管炉内の煤清掃・燃焼火格子清掃点検・各部作動点検機器類の整備点検、清掃、消耗品交換

1回/年 3～4回/年（使用燃料、運転状況による）4適時

灰出し、燃焼炉清掃1回～２回/週

1回/週程度1回/週煙管掃除/日1回

9　年

10　台

手動 手動

1回～2回/年

可 株式会社ササキコーポレーション　青森本社 都度照会可（事前に問い合わせをいただき、弊社にて選択）

福岡県篠栗町「オアシス篠栗」（篠栗町役場、平成24年）　　　長崎県西海市「遊湯館」（西海市役所、平成26年）

0

メーカー又は販売店にて対応。

温浴施設等の給湯、工場の暖房等に利用されておりますが、乾燥機熱源、加温設備（農業ハウス）にも用途を広げております。

コールセンター（24時間365日）による一次対応、
メーカーサービス員によるメンテナンス作業

弊社は木質バイオマスエネルギーシステムの計画・導入が最も得意な木質バイオマスボイラの専門家です。全国に広がるネットワーク(13事業所)

でアフターサービス体制は万全です。
営業拠点：3ヶ所/サービス拠点：14ヶ所で対応

可(茨城県）

積極的な販売展開を推進中熱利用が主な用途でしたが発電設備にも取り組んでおります。

付帯設備施工業者との連携など 高含水率の燃料による燃焼不良や白煙発生(設計上限50％WB以上の燃料）メンテナンスの手間、頻度が軽減できるよう改良。

WP-10,100各1台納入していますが、燃料は使用済み紙おむつです。蒸気ボイラーもご提案可能です。 監視システムは運転・故障信号出力のみ。

ENER-D型は弊社工場で製作した純国産品

※ボイラー効率の算出方法は日本暖房機器工業会の「HA-034-2」より、次のように算出。

　巴商会製：入出熱法による熱出力試験、輸入品：熱損失法による熱出力試験（B法）

事務所での給湯・暖房/農用ハウスでの加温/食品加工施設での殺菌消毒

用/製材業での木材乾燥用などに導入

エネルギー使用量で重油換算200KL/年以上を消費する施設に、木質バイオマスボイラ-を導入する場合にはランニングコストメリットも得られること
が多い。
(重油単価80円/lit、木質チップ単価10円/kgでの試算）

大きさによります

大きさによります

設計・調達・施工・試運転までトータルソリューションを提供。
アフターサービスは、協和エクシオ、子会社、協力会社で対応。

バーク材100%利用の温水ボイラ設備を国内2か所の製材所に納入
 温浴施設向け小型温水ボイラは、4か所に納入

 工場向けの飽和蒸気ボイラは、2か所に納入

 廃棄物系バイオマスを燃料とする施設を、国内2か所から受注(建設中)

主要機器は、欧州で製造されますが、日本には15年前から導入されており、10基以上
の稼働実績により、国内のバイオマス材に適合した機器仕様、制御仕様に改良してい
ます。 制御装置の画面も、完全に和文化されております。

POLYTECHNIK社は、欧州では最大30,000kW(熱出力)のボイラ設備まで製作・販売し
ておりますが、輸送の都合により、日本では上限6,000kW設備までの営業としており

ます。 なお、発電目的には、ORC+サーマルオイルボイラ、蒸気ボイラ+タービン発電

機で提案いたします。 廃棄物系バイオマスについては、許認可申請を含め、ご相談に

応じさせて頂きます。(廃掃法適用で国内1施設を建設中)

温水出力のボイラはEN規格で製造、蒸気出力のボイラはJIS規格に準拠したEN規格で

製造、発電目的のボイラはJIS規格又はASME規格での製造を行い、全て日本の法律(規

格・基準)に合致した製品管理・品質で納入いたします。
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